
 
平成２４年１０月１８日 

 

キンボールスポーツ関係者各位 

 

一般社団法人 

日本キンボールスポーツ連盟 

会長 松浦 道夫 

 

 

第７回キンボールスポーツワールドカップ 2013日本代表選手団役員について（報告） 

 

 

このたび、一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟は第７回キンボールスポーツワールドカップ

2013（ベルギー開催）日本代表選手団役員について、次のとおり決定したことを報告いたします。 

悲願である金メダルに向けて連盟、選手一丸となり邁進していく所存です。今後ともご支援ご協力の

ほどなにとぞよろしくお願い申しあげます。 

 

記 

 

団長：高見 彰（一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟理事長、大阪国際大学人間科学部教授） 

 

総監督（GM）：黒川 道子（日本キンボールスポーツ連盟代議員、国際武道大学准教授） 

 

男子チームヘッドコーチ：石川 剛史（独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立磐梯青少年交流の家） 

 

女子チームヘッドコーチ：柴井 健太（北杜市役所） 

 

アシスタントコーチ（両チーム兼務）：當山 勝由（東洋熱工業株式会社） 

以上 
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○報告補足事項○ 

 

選考過程： 

日本キンボールスポーツ連盟運営会議にて、日本代表ヘッドコーチの選出について過去のヘッドコー

チ、選手経験者およびワールドカップ参加者の中から、コーチングの技術、リーダーシップ、スポーツ

マンシップを持ちうると判断したものをリストアップし、慎重に協議を重ねた。その結果、以下の三氏

に日本代表チームの指導を委ねることに決定した。選考の主な理由は下記のとおりである。 

 

・石川 剛史 氏 

第４回、第５回ワールドカップに選手として出場し、第５回ワールドカップにおいてはキャプテンを

務めた。第６回大会においては男子チームアシスタントコーチを務め、その指導実績を評価した。また

高いリーダーシップを有し、日本連盟が推奨するスポーツマンシップを持ち合わせている。 

 

・柴井 健太 氏 

第４回から第６回ワールドカップにおいて、ディレクター、男子チームアシスタントコーチを歴任し

た実績を持ち、他国チームの戦術分析に基づいた指導力を評価した。また高いリーダーシップを有し、

日本連盟が推奨するスポーツマンシップを持ち合わせている。 

 

・當山 勝由 氏 

第４回および第６回ワールドカップに選手として出場した経験を有し、男女両チームのヘッドコーチ

およびプレーヤーをサポートできる技術と人望を有している。 

 

３コーチのサポート体制として、日本連盟より黒川道子、高見彰が日本選手団の統括を行う。また、

今後役員の増員が図られる場合もある。 

 

なお、出場代表候補選手については、１２月９日開催のジャパンオープン・チャンピオンズカップに

おいて代表選考委員会が候補者を選出し、運営会議の議を経て発表する。 

 


